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４．食品産業の自主行動計画
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報告
精糖工業会
日本乳業協会
全国清涼飲料 業会

日本加工食品卸協会
日本フードサービス協会

産業部門 業務部門
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座長 牛久保 明 邦 東京農業大学国際食料情報学部教授

有 田 芳 子 主婦連合会環境部会長

高 濱 正 博 （財）食品産業センター参与
中 村 愼一郎 早稲田大学政治経済学部教授
堀 尾 靭 東京農 大学大学院共生科学技術

全国清涼飲料工業会
製粉協会
日本冷凍食品協会
全国ﾏﾖﾈｰｽﾞ･ﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ類協会
日本即席食品工業協会

食品産業１８団体が策定
（平成1９年１０月末現在）

☆は 19年度に策定した団体

堀 尾 正 靭 東京農工大学大学院共生科学技術
研究院教授

三 原 翠 ＮＰＯ法人食品保健科学情報交流協議会
常任理事

日本缶詰協会
全日本菓子協会
日本醤油協会
日本植物油協会
日本ﾊﾑ･ｿｰｾｰｼﾞ工業協同組合 ☆は、 19年度に策定した団体。

「京都議定書目標達成計画の見直しに向けた基本方針」
（平成１９年１０月２日地球温暖化対策推進本部決定）

日本ﾊﾑ ｿ ｾ ｼ 工業協同組合
日本パン工業会
日本スターチ・糖化工業会
全日本コーヒー協会 ☆
日本ビート糖業協会 ☆

取
組
促

１．数値目標の設定（外食）
・日本フードサービス協会→本年度の可能な限り早い時期

（平成１９年１０月２日地球温暖化対策推進本部決定）
において示された個別業種に対する課題と対応

・業種横断的シンポジウム開催、啓発資料

食品産業CO2削減促進対策事業
（平成20年度予算要求額40,000千円）

自主行動計画 計画策定の

進
本 協会 本年度 能 限り早 時期

に定量的目標を設定

２．目標引き上げ（食品製造）
・精糖工業会→CO2排出量を90年度比20%削減から22%
削減へ引き上げ業種横断的シンポジウム開催、啓発資料

作成
・業種別セミナー開催、排出抑制指針作成
・排出削減優良事案についての実証試験
・優良事例表彰、優良事例集作成、普及

動

未策定業種
推進等

削減へ引き上げ
・日本即席食品工業協会→CO2排出原単位を90年度比6%
削減から24%削減へ引き上げ

７



○ 農業生産は、地球温暖化の影響をもっとも受ける産業であるから率先して地球温暖化防止に取り組むことが必要。
○ 特に石油資源に依存している施設園芸や農業機械の両分野において 省石油型への転換を図ることが重要

５．施設園芸・農業機械分野の温室効果ガス排出削減対策

○ 特に石油資源に依存している施設園芸や農業機械の両分野において、省石油型への転換を図ることが重要。
○ このため、施設園芸における木質バイオマス利用加温設備の導入や農業機械におけるバイオ燃料の利用促進等について、平成２０年度予

算概算要求などを通じて推進し、温室効果ガスの排出削減を目指す。

対策の内容対策のねらい 2010年度

までの削これまで 今後
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○燃油以外の代替ｴﾈﾙ
ｷﾞｰの施設園芸への導
入を推進

までの削
減見込

・ﾄﾘｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑや小水力発電を活用した脱石油
型施設園芸ｼｽﾃﾑの実証・普及（施設園芸脱石油ｲﾉ
ﾍﾞｰｼｮﾝ推進事業：H19～H21）

○先進的な脱石油型施設園芸システムの実証

・木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用加温設備やﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ加
温設備等の先進的省ｴﾈﾙｷﾞｰ加温設備のﾓ
ﾃﾞﾙ導入を支援（省石油型施設園芸技術

これまで 今後
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○温室内被覆の多層化
等により保温効果を向
上させ、燃油消費量の
削減を推進

ﾍ ｼｮﾝ推進事業：H19 H21）

・省エネ資機材の導入を支援（強い農業づくり交付
金における緊急支援：H17実施、H19実施予定）

高効率暖房機の更新支援（NEDO技術開発機構が実

○省エネルギー資機材の普及

・ﾒｰｶｰによる新たな省ｴﾈ設備等の開発を促進するため、
省ｴﾈ型設備・機器等の格付認定制度を検討

導入推進事業をH20予算概算要求中） 木質バイオマス
利用加温設備

械
の
温
室
効

ｔ
の
温
室
効

○暖房効率や保温性を
確保するため、日常的
な点検整備の励行を指
導

・高効率暖房機の更新支援（NEDO技術開発機構が実
施する補助事業：H17～H19）

・省ｴﾈ対策の実施について生産現場への技術指導
を実施

○省エネルギー生産管理の実践の推進

・施設園芸省ｴﾈﾙｷﾞｰ生産管理ﾁｪｯｸ
ｼｰﾄ及びﾏﾆｭｱﾙを策定・普及（H19年
11月に試行版を策定）

チェックリスト
□ 二重カーテンの設置
□ 循環扇の設置
□ 被覆資材の点検
□ 暖房機の清掃
□ ・・・・・・
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導 11月に試行版を策定）

○農業機械利用におけ

これまで 今後

○温室効果ガス排出削減に資する農業機械の開発・普及 出
削
減
対
策
に

削
減農

業
機
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農 機
る温室効果ガス排出の
削減を推進

・生研センターが民間企業との共同研究を通じて開
発した省エネ型農業機械の普及を促進

・温室効果ガス排出削減に資する農業機械の開発を重
点的に推進

○農業機械の省エネ利用の推進

・農業機械の省エネ利用マニュアルの作成 ・農林水産省ホームページやEK-SYSTEMを
通じた省エネ利用マニュアルの普及促進 に

よ
り

○農業機械での新エネ
ルギー利用を推進

通じた省 ネ利用マ アルの普及促進

○バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）の農業機械での利用の推進

・ＢＤＦを長期利用するための技術等をとりまとめ
たガイドラインの作成

・地域においてＢＤＦを農業機械に長期
安定的に利用する地産地消型のＢＤＦ利
用モデルを確立（H20予算概算要求中）

農業機械でのＢＤＦ
利用を促進 ８




